
- 1 - 

        

            平成２９年度 事業報告書 

               (平成29年4月1日～平成30年3月31日) 

 

                           認定NPO法人 新町川を守る会 

  

１．事業の成果 

 (１）平成2年3月に発足して以来28年目を迎えた当会は、新町川の清掃や

  吉野川河川敷のアドプトなどの川の清掃活動を始め、周遊船の運航や 

 観月邦楽の夕べ、川からサンタがやってくる、寒中水泳大会、水際コ  

ンサートなどの川を活かしたまちづくり、3001年の森の植樹やとくし  ま

まちなか花ロードなどの緑化活動に引き続き取り組みました。 

 

 (２) また、川の上下流の交流・連携を推進するため、吉野川上下流交流 

 会や森の健康診断の実施、日本三大暴れ川の交流などに取り組みまし  

た。吉野川上下流交流会は6月と11月に高知県大川村で、森の健康診  断

は10月に早明浦ダム周辺の森の人工林で、日本三大河川(暴れ川)の  交流

会は、8月に徳島県美馬市で、10月に福岡県福岡市で、10月に茨  城県筑

西市で開催されました。 

 

 (３）「ひょうたん島周遊船」の年間乗客数は、56,770人で前年に比べ5.1

  ％減少しました。「撫養航路」については満潮時に月に1回～2回運航

、  「じょうるりクルーズ」については、5人以上の申込があったときに

  運航しました。また、4月からイオンモール徳島を結ぶシャトル便並 

 びに5月からひょうたん島を一周する屋形船の運航を開始しました。 

     

 (４) 平成26年11月にスタートした「とくしままちなか花ロードPROJECT」

  は平成29年度は5月と9月と1月の3回、150名～250名の参加を得て実施

  しました。花ロードの日常の水やりや下草刈りなどの作業については

  外国人の国際ボランティアが3ヶ月交替で参加してくれました。 

 

 (５) 阿波藍の魅力を全国・世界へ発信するため、平成28年9月25日に「藍 

   LOVE 新町川」をスタートしていますが、平成29年7月24日の「とくし 

 ま藍の日」制定を記念し、藍場浜公園に藍の花を植樹しました。 
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２．事業の実施に関する事項  

 (１)特定非営利活動に係る事業 

 １)新町川等の清掃など河川環境の向上のための事業 

（単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    事業名        事業内容   実施日   実施場所 従事者数   受益対象 支出額 

新町川等の清

掃 

清掃船に分乗して川の浮

遊ゴミを網で回収 

毎月1日・第

3土曜日 

新町川、助任

川、田宮川等 

毎回20名

程度 

新町川等周辺

住民約10万人 

5,593 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉野川河川敷

の清掃 

吉野川橋下流右岸のアド

プト区間の河川清掃 

毎月第2日

曜日 

吉野川橋下流

右岸区間900m 

毎回30名

程度 

地域住民約5

千人 

道路の清掃、街

路樹の維持管

理 

道路の清掃と植栽の手入 

れ 

 

通年 

 

 

国道192号八百

屋町付近 

 

10名程度 

 

 

道路利用者 

 

 

吉野川上下流

の交流 

 

吉野川源流に広葉樹を植

樹するとともに、上下流の

交流を図る 

6月23～24

日、11月10

～11日 

高知県大川村 

 

 

50名程度 

 

 

大川村及び吉 

野川流域住民 

 

吉野川源流域

における森の

健康診断体験 

吉野川源流地域において

木の混み具合など人工林

の状況調査を行う 

10月7日 

 

 

早明浦ダム周

辺地域(土佐

町他) 

30名程度 

 

 

早明浦ダム周 

辺地域住民 

 

日本三大河川

の交流 

 

 

兄弟縁組をしている日本

三大河川間の交流を通じて

地域活性化を図る 

 

8月19日、 

10月14～15

日、10月27

～28日 

吉野川・筑後川

・利根川流域 

 

10名程度 

 

 

 

吉野川、筑後 

川、利根川流 

域住民 

 

とくしままち

なか花ロードp

roject 

徳島の中心市街地を花い

っぱいにする活動を行う 

 

 5月13日、 

9月16日、 

1月20日 

徳島市中心部 

 

 

250名程

度 

 

地域住民約10 

万人 

 

  

 ２)新町川等の水辺を人々が親しめ、にぎわいのある場所とするための事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   事 業 名        事業内容   実施日    実施場所 従事者数   受益対象 支出額 

ひょうたん島

遊覧船運航 

 

 

徳島市中心市街地を囲む

新町川、助任川の遊覧船を

運航(ひょうたん島の周遊

)する 

毎日11時か

ら8便、夏期

は17時から

5便 

新町川、助任

川等 

 

 

毎回5〜6

名 

 

 

年間約6万人 

 

 

 

10,220

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撫養航路の運

航 

 

明治から昭和にかけて運航

されていた徳島市街地と鳴門

撫養を結ぶ巡航船の復活 

3月～11月、

月1～3回 

 

新町川・吉野川

・今切川、旧吉野

川、撫養川 

2名程度 

 

 

300名程度 

 

 

じょうるりク

ルーズの運航 

 

周遊船で阿波十郎兵屋敷

へ行き、人形浄瑠璃を鑑賞

する 

4月～11月、

随時5人以

上 

新町川、吉野

川 

 

2名程度 

 

 

200名程度 

 

 

イオンモール

徳島便及び屋

形船の運航 

イオンモール徳島を結ぶ

シャトル便及びひょうた

ん島一周の屋形船の運航 

毎日随時運

航 

 

新町川、助任

川等 

 

2名程度 

 

 

300名程度 
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   事 業 名        事業内容   実施日    実施場所 従事者数   受益対象 支出額 

屋形船と邦楽

の夕べ 

 

新町川に屋形船を浮かべ

て邦楽を演奏する 

 

7・8月に10

回 

 

新町川 

 

 

10名程度 

 

 

新町川等周辺 

住民約5万人 

 

 8,133 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観月邦楽の夕

べ 

 

中秋の名月を眺めながら

邦楽の演奏を行う 

 

9月15日 

 

 

水際公園・浮桟

橋上 

 

30名程度 

 

 

見物客約1千人 

 

川からサンタ

がやってくる 

 

サンタが船に乗り川から

子供たちにプレゼントを配

布する 

12月23・24

・25日 

 

新町川、助任

川、田宮川等 

 

20名程度 

 

 

新町川等周辺

住民約5万人 

 

寒中水泳大会 

 

 

新町川にて寒中水泳、飛び

込み、水中阿波踊り等を行

う 

1月28日 

 

 

新町川 

 

 

40名程度 

 

 

見物客約600人 

 

阿波踊り水上

ステージの開

設 

 

浮桟橋上に特設ステージ

を設営することにより自

由な踊り広場を開設する 

 

8月12日〜15

日 

 

 

周遊船発着場

浮桟橋上踊り

広場 

 

10名程度 

 

 

 

約5万人 

 

 

 

水際コンサー

ト 

 

 

水際を賑わいのある空間

にして街の活性化を図るた

めグランドピアノを活用

したコンサートを行う 

毎月最終の

金曜日 

 

 

水際公園・浮

桟橋上 

 

 

10名程度 

 

 

 

500名程度 

 

 

 

吉野川フェス

ティバル 

 

 

実行委員会組織により吉

野川橋下流域で川に親しむ

各種イベントを実施 

 

7月29・30

・31日 

 

 

吉野川橋下流

右岸河川敷(多

目的広場等) 

50名程度 

 

 

 

延べ参加者約 

5万人 

 

 

藍  LOVE新町

川 

 

 

阿波藍の魅力を全国・世界

へ発信するため、藍ファッ

ションショー等を実施す

る 

9月25日  

12月9日 

㋂23日 

 

ひょうたん島

遊覧船乗り場 

 

 

10名程度 

 

 

 

150名程度 

 

 

 

 

 ３）特定非営利活動促進法第２条別表にあげられた活動を行う団体の運営又は 

 活動に関する連絡、助言又は援助の活動事業 

 

    事業名        事業内容   実施日   実施場所 従事者数   受益対象 支出額 

市民活力開発

センター指定

管理者受任 

市民活力開発センターを

運営するとともに市内NPO

の運営等を支援する 

通年(定休

：月曜日、

年末年始) 

市民活力開発

センター 

 

3～6名 

 

 

市内NPO法人 

 

 

12,561 

 

 

 

                                                       合計事業費  36,507千円 

 


